
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

TB-50 ターフブリーズファン 取扱説明書 
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荷受、取扱、保管 

 

ターフブリーズのファンは出荷前に慎重に調べられていますが、取り付け前に輸送中の振動による緩

みがないか全てのナット・ボルト・留め金をチェックしてください。 

 

ファンを受け取った場所から保管場所や据付場所に移動する際は、注意をしてください。 

出荷時のように木枠やパレットに載せて、フォークリフトで移動することをお薦めます。 

移動に出荷時のような形で、フォークリフトが利用できない時は、パッケージを外し、一つ一つ運んでく

ださい。重いものを持ち上げるときは、常に細心の注意を払ってください。 

ファンハウジングの上部にあるリフティングラグは輸送中にファンや首振り部を持ち上げるためのものです。

このリフティングの部分はファンと首振り部を合わせた重さを支えるためのみに設計されています。ファン

ポールや重さが付加するような他のアイテムは、リフティングラグで本機を持ち上げる前に取り外してく

ださい。輸送時は、ダメージや揺れ、その他不安定な状態を避けるために、常に補助の荷締め紐な

どを追加して縛りつけてください。決してファンを落とさないでください。ハウジングが変形してしまいます。 

ハウジングの変形はファンの性能に関わります。 

ファンを万が一落としてしまったときは、稼動させる前に、プロペラとハウジングが接触している箇所はな

いか、入念に確認してください。 

ファンが長期にわたる保管状態（冬期保管など）にあった場合は、ファンをきれいにし、保管前に潤滑

剤で掃除、コーティングを施してください。ファンは室内で湿気のないところに保管でしてください。適切

な保管場所がない場合は、ファンカバーを掛けて保管してください。ファンカバーはオプションとしてご注

文いただけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配送されたターフブリーズファンを受け取る前に、開封されていたり、傷がついていないか全てのユニ

ットを調べてください。傷・何らかのダメージを発見した際は、配送会社にお問い合わせください。

一度、配送を受け取ると、責任は全て受領者が負うこととなります。 



据付け 

1. 後段図にあるとおり、グランドポールを据え付けてください。バルブボックスの活用は必須ではありま
せん。一旦グランドポールが平行にすえついていることを確認したら、コンクリートが完全に乾くまで

2 週間、次の工程をすすめるのを待ってください。 

1.  

2. グランドポール設置2週間後にファンポールを設置してください。図面とおりにファンポールに配線を
予め通してください。また、地中配線のための穴はグリーンから離れた位置で正面を向かせ、ファ

ンポールの向きを設置してください。 

3. 付属のボルトを使用して、ファンポール先端にオシレート（首振り）モーターアッセンブリ、ファン本
体を据え付けてください。オシレートモーターアッセンブリ取り付けボルト4本をのねじ山が全て取

付穴にしっかりかみこんだことを確認後、全てを締め込んでください。ファン本体ハウジング側面を

軽く押してファンが首を振らない程度に締め込んでください。アッセンブリ強度を落とす恐れがあり

ますので、決して締め込み過ぎないで下さい。 

 

4. プラグメス側取付口を分解し、電源供給ケーブルの個々の配線を取り付けてください。 

 

始動 

1. ファンの中に障害物がないか目視してください。 
2. 手でインペラーを回してください。全てのポイントでハウジングとプロペラのクリアランスが最低
6.3mmあることを確認してください。 

3. スイッチを素早くオン・オフさせて、本機回転具合をチェックしてください。 
4. 電流計測器を取り付けてファンを回してください。ファンは7秒以内に、フル回転及び作業電流
値に到達するはずです。もし到達しない場合は直ちに止めてください。モーターがダメージを受け

ます。このような場合、測定した電圧値、電流値、ファンモーターのプレートに記載されている電

圧値、何相であるか、電圧値、配線サイズ、配線長さを記録し、最寄の販売店までお問い合

わせください。 

 

 

 

 

 

 

ファンポール及びファンの取り付けに進む前に、グランドポール据え付けのコンクリートが乾くま

で、最低 2週間おいてください。 

次に上げる手順 4 は、電気専門の技術者が進めてください。作業を進めるにあたっては、電

気接続が確かに切断されていることを必ず確認してください。 



5. 本機その他の接続部に干渉部分がないか確認するために、オシレートモーターを最低2巡させて、
動作確認を行ってください。 

6. 稼働中のモーターから10フィート以内の安全な場所で、電圧値、電流値を計測してください。電
圧計測値は、モータープレート表記の値上下10%以内に収まっていなければなりません。この許

容範囲内を超える場合は、直ぐに最寄の販売店までお知らせください。異常値のまま本機を使

用すると、モーター、その他電気系統装置に取り返しのつかないダメージを与える恐れがありま

す。 

7. 送風幅を決定するロッドを固定する際は、トルクレンチを使いしっかり締め込んでください。送風
幅（=首振り範囲）が足りない場合は、ロッドへの接続を外側の穴に移してください。 

 

2010年以降製造のTB-50メンテナンス 

1. タイミングベルトのテンション調整は通常必要ありません。 
2. ピローブロックシールドベアリングへの注油は通常必要ありません。 

3. 本機への整備を行う前に、電源が確実に切断されているか必ず確認してください。本機パッケー
ジに含まれるコントロールパネルを使用していなかったり、電源接続を遮断するスイッチを取り付け

ていない場合は、電気回路上、ヒューズパネル、またはブレーカーボックスにある全てのヒューズを

取り外し、本機の不意の稼動を防いでください。その後に整備を行ってください。 

4. オシレートモーターロッドエンドの注油状態を定期的に点検し、必要に応じて注油してください。
本機稼動環境が厳しい場合は、定期的にファンプロペラ部分、その他稼動部分の堆積物を拭

き取り、薄くオイルを塗ってください。 

5. ベルトのテンション、磨耗状態を確認してください。ベルトが万が一緩んでいるときは、交換が必
要になる場合があります。ベルトの緩みにより、ベアリングの磨耗、ベアリングカラーのガタ、ピローベ

アリング取付の緩みを引き起こし、所定の取付位置を保持できなくなる可能性があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手順 6 は、電気工事専門の技術者が行ってください。 

注意：タイミングベルトおよびピローブロックベアリングへの予防メンテナンスの必要はありませ

ん。 



2010年以降製造のTB-50ベルトアライメント、テンション調整 

本機取り付けのベルトはベルト突起部分がプーリーにできた溝状の受けにはまる形で、丁度チェーン

がスプロケットにかかるように、接続されます。Vベルトと比較すると現行のタイミングベルト使用により、

テンションの追加調整、予防メンテナンスの必要は原則ありません。また、パワー伝導の観点からもよ

り効率的に駆動できることからベルト1本で十分となりました。モーターとシャフト間の距離を縮め、プー

リーサイズを縮小できることから、送風に対する障害を減らすことに成功し、結果より強力な送風能

力及び騒音レベルの低減を達成しました。これら多くの改良点と引き換えに、唯一注意しないといけ

ないのは、Vベルトに比し、タイミングベルトはアライメント、テンションの点で適切さが求められるというこ

とです。そのため、ベルト、モーター、ベアリングを外す必要のある装置への整備を行う場合、組付けに

あたっての注意、手順を遵守する必要があります。 

（図上から） 

モータープレート 

調整ロッド 

調整ナットX4 

モーターフレーム 

モーターボルトX4 

モータープレートボルトX4 

モータープーリー 

モータープーリーブッシュ 

シャフトプーリー 

シャフトプーリーブッシュ 

 

 

 

 

 

図1 TB-50駆動フレーム装置 

2010年生産ファンでも初期モデルには、それぞれの取付ボルト、装置取り付け位置へのマークが付加

されていません。その場合は、マーカー等で予めマークをつけてから、緩めてください。 

 

 

 

 

 

 

 



（図上から） 

上部アライメントマーク 

前部アライメントマーク 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 モーターフレーム上部から視認可能なアライメントマーク 

 

 

（図上から） 

前部アライメントマーク 

底部アライメントマーク 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 モーターフレーム底部から視認可能なアライメントマーク 

 

 

 



タイミングベルトの取り外し、再組付け手順 

 

（図上から） 

X.XX 

3.175mm-3.968mm 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 ブッシュ位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

装置各部を取り外しまたは分解する前に、図 4 で示すようにモーターシャフトにおけるブッシュの位

置を注意して計測し（X.XX）、記録してください。この計測値は再組み立ての際に必要になりま

す。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

距離 X.XX 

図 5 ピローブロックとフレーム位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ピローブロックベアリングとモーターフレームの垂直方向取付け台レッグ間の距離を記録してくださ

い。再組付けの際に同じ場所に戻るように配慮してください。 



ベルト取り外し 

1. 調整ロッドの外側ナットをシャフトエンド近くまで緩めてください。 
2. 指で緩められる程度まで、モータープレートボルトを緩めてください。 
3. 調整ロッド内側のボルトを回し、下部スプロケットからベルトが引き出せる程度まで、本機中心に
対して、モーター据付ベースをスライドさせてください。 

以下記載の手順は、ベアリング、シャフト、モータープレート、ファンモーターを含む全ての駆動システム

装置の組付けに関するものです。修理、調整をする特定の部位に応じて、元のまま取り付けたままの

装置もあります。それら装置の取り付け手順に関しては、スキップしてください。 

 

再組付け手順 

1. ベアリングカラーがお互いに向き合うように、ファンシャフトにピローベアリングを滑り込ませてください。
シャフト、ベアリング、シムをファンハウジングへ取り付けてください。取り付けの際は、1/2 インチ

X13X2 インチボルト 4 本、1/2 インチワッシャー8 枚、1/2 インチ‐13 ナット 4 個を用いてください。

この段階では手締め状態に留めてください。 

2. 分解の際に記録した位置を確認し、注意してピローベアリングをシャフト所定の位置までスライド
させ固定してください。図 5 を参照し、7.87N のトルクで締め込んでください。 

3. ベアリングがシャフトに接触する場所で、ベアリングの内側ブッシュからベルト端まで約 104.8mm に
なるようシャフトを調節してください。 

4. ベアリングカラーにあるキャップスクリューをシャフトへ一時的に固定するために軽く締め込んでくださ
い。 

5. ファンシャフトにファンプロペラブッシュをスライドさせてください。ブッシュ、シャフトキー溝を確認しな
がら、キーを差し込んでください。 

6. ファンプロペラをシャフトに取り付け、シャフト端とブッシング端が同じ距離になるようにプロペラアッセ
ンブリごと押し込んでください。 

7. ファンプロペラブッシングに 1/4 インチボルトを 3 本手締めで取り付けてください。 
8. トルクレンチを使用し、1.17N でブッシュボルトを締め込んでください。決して 1 回転以上閉めこま
ないように、ボルト間の締め込み具合に差が出ないように注意してください。 

9. セットスクリューを締め込み、キーを固定してください。 
10. ファンシャフトスプロケット、ブッシュをファンシャフトにスライドさせて取り付けてください。この時、ブッ
シュは、モーターからそれていることを確認してください。 

 

 

 

ベルトテンションは無理なく取り外せる程度まで緩めてください。引き出しながら、ずらしなが

ら、プーリーを回転させて外すと、タイミングベルト突起部に損傷を与え、結果再利用する際

に早期交換が必要になります。 



11. 手締めで 1/4 インチのボルトを締め込んでください。 
12. ブッシュキー溝とシャフトキー溝を合わせ、キーを差し込んでください。 
13. ブッシュボルト締め付けトルクは1.17Nです。決して1回転以上閉めこまないで下さい。また、締め
付け具合に差が出ないように注意してください。 

14. モーターシャフトにモータースプロケットを差し込んでください。 
15. シャフトにモーターブッシュをスライドさせてください。 
16. モーターブッシュとモーターシャフトのキー溝を合わせ、キーを差し込んでください。 
17. モータープーリーをブッシュに差込、分解前に記録した位置にずらして固定してください。（図 4 参
照） 

18. 1/4 インチ X20 のボルト 2 本を手締めで、モータープーリーブッシングに固定してください。 
19. モータープーリーの位置を再度確認し、必要に応じて調整してください。 
20. モータープーリーボルトをそれぞれ 1N で締め付けてください。決して 1 回転以上締めこまないでく
ださい。また、それぞれの締め付けトルクに差がないよう注意してください。 

21. モーターをモータープレートに据え付けてください。3/8 インチ‐16X1 インチ六角ボルト 4本、3/8 イ
ンチ‐16 ナット 4 個、3/8 インチ平ワッシャーを用いてください。 

22. 図 6 に示すように、モーターをモータープレートに据え付けてください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6 

モーターボルト締め付け前に、図の通りモーターを引きながら、モーター位置を決定してください。 

 



23. モーターボルトを 4.1N で締め込んでください。 

24. ベルトを再度取付けてください。この時調整ロッドが十分に緩んでいるか、ベルトが楽に回転させ

られる状態か確認してください。 

ベルトの取付は、無理なくできなければいけません。無理して取り付けると、ベルトに損傷を与え、結

果寿命を縮めてしまいます。 

25. モーター調整ロッドのナットを調整して、モーター位置マークにあうように調整してください。 

26. 専用工具を用い、ベルトテンション、アライメントを確認してください。図 7 参照のこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7 タイミングベルトテンション、アライメント調整 

（図上から） 

テンションガイドチューブ、ディフレクションカラー、ベルト中間位置、ベルト初期撓み距離 

新しいベルト： 

7.5 馬力モーター 

撓み=0.15 インチ（3.8mm）  押し込み 7.5lbs.（1.03N） 

5 馬力モーター    

撓み=0.14 インチ（3.5mm）  押し込み 5.4lbs.（0.74N） 

再使用ベルト： 

7.5 馬力モーター 

撓み=0.15 インチ   押し込み 5.75lbs.（0.8N） 

5 馬力モーター 

撓み=0.14 インチ   押し込み 3.95lbs.（0.54N） 

 

 



27. 規定の計測位置で適当なテンションが得られない場合は、調節ロッド外側ナットを 1/4 回転回

し、数値を再確認してください。 

28. 適切なテンションが得られるまで、これを繰り返してください。 

29. アライメントフレームからテンショナーを取り外し、図 8 に示すようにアライメントツール位置決めをし

てください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      アライメントツール 

図 8 アライメントツール（上部から） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意：テンションの計測は正確に行ってください。ガイドチューブに計測装置カラーが引っかかる位

置から押し込みます。これを逸脱すると、正確な数値は求めることはできません。 

専用工具品番 TB8533A 



30. アライメントツールまたはストレートエッジとプーリーの背面の間の、表面接触状態に注意してくだ

さい。図 9 にみるように、両方のプーリー表面が完全にストレートエッジと接触するように調整してくださ

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不適   不適   適切 

角度不適  水平不適   

図 9 アライメント判断（本機左側から） 

 

1. 一旦アライメントが取れたら、どれぞれのベアリングにあるヘッドキャップスクリューを規定トルクで締

め付けてください。規定トルクは 2N です。 

2. アライメント、テンション双方が適正に取れたら、モータープレートを 4N で取り付けてください。再組

立完了です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意：アライメントを取る際は、下部プーリーにストレートエッジをあてがい、プーリーをゆっくり回しな

がら、ストレートエッジが上部プーリーにかかるようにすると作業が比較的簡単です。 

アライメント調整後は必ずテンションの確認を行ってください。 



 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 



 

 

 



 
 

 



 

 

 



 

 

 


